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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

        議   事   日   程       第 １ 号 

９月３日（月）10時開議    

 日程第１   会期の決定 

 日程第２   会議録署名議員の指名 

 日程第３   議長の諸報告 

 日程第４   市長の提案事項に関する説明 

 日程第５   教育長の教育に関する報告 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

開   会    10時 

○議長（杉原豊喜君） 

 皆さんおはようございます。ただいまより平成24年９月武雄市議会定例会を開会いたしま

す。 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

 市長から提出されました第64号議案から第85号議案までの22議案及び報告第８号、報告第

９号の報告２件を一括上程いたします。 

      日程第１ 会期の決定 

 日程第１．会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期等に関し、議会運営委員会に諮問をいたしておりましたので、これに対す

る議会運営委員長の答申を求めます。吉川議会運営委員長 

○議会運営委員長（吉川里己君）〔登壇〕 

 皆さんおはようございます。 

 平成24年９月武雄市議会定例会の招集に基づきまして、議長から諮問がございましたので、

８月31日、議会運営委員会を開催いたし、協議した結果につきまして御報告を申し上げます。 

 議長から諮問がありました事項は、第１．会期及び会期日程について、第２．付議事件の

審議順序及び委員会付託の要否について、第３．一般質問の質問順序について、第４．決算

の認定について、以上４項目でございます。 

 本定例会におきまして審議されます議案等は、ただいま議長から上程になりました事件議

案２件、条例議案５件、補正予算議案３件、決算認定12件、報告２件の計24件であります。 

 なお、追加議案として補正予算議案１件、事件議案１件が予定をされております。 

 以上の件につきまして協議いたしました結果、議案の審議順序は議案番号順に行い、決算

認定及び報告を除くほかの議案につきましては所管の常任委員会に付託をし、第71号議案は

所管の常任委員会に分割付託することに決定をいたしました。 
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 次に、決算認定議案の取り扱いについて協議をいたしました結果、一般会計等決算審査特

別委員会と特別会計等決算審査特別委員会を設置し、一般会計等決算審査特別委員会には、

一般会計、国民健康保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計の決算認定議案を付託し、特

別会計等決算審査特別委員会には、水道事業会計外１件の企業会計と農業集落排水事業特別

会計外６件の特別会計決算認定議案を付託の上、閉会中の継続審査に付することを決定いた

しました。 

 次に、一般質問は16名の議員から61項目の通告がなされております。質問順序は抽せんの

結果、お手元に配付のとおりで、９月10日から13日までの４日間で行い、それぞれ４名で抽

せん番号順に行い、午前９時開議とすることに決定をいたしました。 

 また、質問時間につきましては、答弁を含めて90分であります。 

 以上のことを考慮し、休会等を含め検討いたしました結果、会期は本日３日から21日まで

の19日間が適当である旨、決定をいたしました。 

 日程の詳細につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 以上で議長の諮問事項に対する答申を終わります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 お諮りいたします。会期の決定につきましては、ただいまの議会運営委員長の答申のとお

り、本日３日から９月21日までの19日間と決定をいたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日３日から９月21日までの19日間と

することに決定いたしました。 

      日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第２．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、武雄市議会会議規則第81条の規定により、３番上田議員、６番松尾陽

輔議員、26番江原議員の以上３名を指名いたします。 

      日程第３ 議長の諸報告 

 日程第３．議長の諸報告を申し上げます。 

 議長の諸報告は、お手元に配付しております文書をもって報告にかえさせていただきます。 

      日程第４ 市長の提案事項に関する説明 

 日程第４．市長の提案事項に関する説明を求めます。 

 市長より一部追加の申し出があっておりますので、これを許可しております。樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 平成24年９月武雄市議会定例会の開会に当たり、市政運営の状況及び方針について御説明

申し上げます。 
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 まず、昨日実施いたしました総合防災訓練では原発事故と土砂災害を想定した訓練を行い

ました。この訓練には、武雄市、伊万里市、関係機関合わせて1,000名を超える方々に御参

加いただいたところであります。原発事故を想定した訓練では、県が策定されました暫定行

動計画による伊万里市住民の避難受け入れ、また、武雄市の判断による山内町船の原地区の

住民の皆様方の避難行動の訓練も行いました。土砂災害を想定した訓練では、武内町柚ノ木

原地区の住民の方の避難行動の訓練などを行いました。訓練に御参加いただきました住民の

皆様、関係機関の皆さん、関係者の皆さん、御協力ありがとうございました。訓練の結果を

しっかりと検証し、伊万里市との災害応援協定を結ぶなど、今後の災害対策に生かしてまい

りたいと考えております。 

 次に、武雄市が取り組むメガソーラー事業について御報告申し上げます。去る８月１日、

武雄市は、株式会社九電工と武雄市若木町の「本部ダム湖畔工場適地」におけるメガソーラ

ー発電事業に関する協定を締結しました。 

 私自身、既に何度も表明しておりますとおり、我が国は将来に向かい脱原発を目指すべき

との考えであり、そのためにも、再生可能エネルギーの普及は不可欠であって、武雄市とし

てもこれに資するべく、今回、メガソーラー事業の誘致を決定した次第です。 

 今回、メガソーラー事業地として、武雄市土地開発公社が所有していた若木町本部の「本

部ダム湖畔工場適地」２万1,377平方メートルを確保すべく、去る６月定例市議会において

公社から取得するための予算、また、７月18日の臨時議会では、公社との買い取り契約議案

について議会でも御審議いただき、可決いただいたところであります。 

 これと併行して、メガソーラー事業者の選定手続を進めてまいりましたが、武雄市の企画

提案募集に対して、全国のメガソーラー事業者10社から提案を受け、これらの提案内容を経

営基盤、技術力、地元への貢献度などさまざまな観点から審査を行った結果、最終的に株式

会社九電工に決定した次第であります。 

 現在、九電工におかれましては、８月１日に締結した進出協定に基づき、発電に必要な資

材調達や各種手続が行われているところであります。年内に着工、最終的には現地に約4,100

枚のソーラーパネルが敷設されることになり、来年３月には発電規模約１メガワットの、武

雄市初となるメガソーラー発電施設が完成、稼働の運びとなる予定であります。 

 なお、今回の本部地区のメガソーラー発電施設によって発電される電力量は、一般家庭約

300世帯の使用電力量に相当し、これを太陽光という再生可能エネルギーによって発電する

ことで、年間約300トンの二酸化炭素の削減効果が見込まれ、これは、杉の木約２万1,000本

を植林したのと同じ効果を実現することになります。 

 私といたしましては、今回の本部地区のメガソーラー事業を皮切りに、市内に適地があれ

ば今後もメガソーラー発電施設をふやすことで我が国の再生可能エネルギーの利用を加速さ

せたいと考えており、これをぜひ産業化として全国に広めていきたいと、このように思って
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おります。また、こうした施設への見学、体験の受け入れなどを行うことで、発電事業にと

どまらず「目に見える」環境教育の教材や、観光資源としての活用も図っていきたいと考え

ておりますので、九電工の皆さんたちにはぜひ頑張ってほしいと思います。 

 次に、武雄市図書館の指定管理について御報告申し上げます。 

 さきの６月定例市議会におきましては、武雄市図書館・歴史資料館に指定管理者制度を導

入するための条例改正案の可決をいただきました。また、７月18日の臨時議会におきまして

は、図書館の指定管理者として、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（ＣＣＣ）

を指定する議案について可決いただいたところであります。 

 これを受け、以後、カルチュア・コンビニエンス・クラブ、ＣＣＣとの間においては、新

たな武雄市民の知的活動拠点と呼ぶにふさわしい施設として来年４月に運営開始を迎えるべ

く、具体的に綿密なる協議、準備を進めているところでありますが、この間、その一環とし

て、９月号の市報に掲載したとおり、去る８月14日、来年４月のオープンに合わせ、武雄市

図書館への「スターバックスコーヒー」の出店を決定しました。 

 ぜひ、市民の皆様方におかれましては、カフェのくつろいだ空間で、たくさんの知に触れ、

新しい情報を得ながら、新しい知を発想するという、図書館を超えた図書館を体験していた

だきたいと考えております。 

 なお、後ほど予算についてはお願いすることとなりますが、来年４月のオープンに向け、

来る11月１日から３月31日まで、大規模な改装工事に伴い図書館を休館させていただきます。

ただし、児童図書については11月15日から２月28日まで、文化会館の２階ラウンジで貸し出

し可能とするほか、近隣の自治体図書館の協力で、武雄市民の一般利用を受け入れていただ

くなどの対応をいたします。市民の皆様方には、しばらくの間、御不便をおかけすることを

おわび申し上げますとともに、来年４月のオープンを御期待いただきますようお願い申し上

げます。 

 今後も引き続き、ＣＣＣと協議を行いながら、着実に準備を進めてまいりたいと考えてお

ります。その進捗状況、決定状況については、随時議会にも御報告申し上げ、また、必要な

議決等の手続についてもお願いをしたく考えております。 

 議員各位におきましては、来年４月に武雄市が全国に誇れるようなすばらしい図書館をオ

ープンすることになるよう、建設的、具体的な御議論、御提案を切にお願い申し上げます。 

 現在、新図書館構想について、1,000人規模のアンケートを実施しております。このアン

ケートにつきましてはまとまり次第、９月の前半になろうかと思いますけれども、まず市議

会に御報告を申し上げます。 

 次に、市庁舎に関する検討体制について御報告申し上げます。  

 御承知のとおり、市庁舎については、必要な耐震力を保持していないとして、これまで耐

震補強や建てかえ等について、庁内での調査、検討を進めてきたところでありますが、さら
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にこれを深めるため、議会における議論をお願いしたところ、さきの６月定例市議会最終日

において、新たに、山口昌宏議員を委員長とする「庁舎問題検討特別委員会」の設置をいた

だき、今後の庁舎のあり方についての問題を調査、検討していただくことになりました。 

 その後、早速、７月６日には第１回の委員会を開催していただいたところでありますが、

これに並行して、広く市庁舎に関する市民の皆様の声を受けとめるべく、公募委員３名を含

む15名の委員から成る「庁舎検討市民会議」を設置し、去る７月30日と８月23日に２回の会

合を開催したところであります。 

 こうした議会における特別委員会や市民会議の設置に対応し、庁内の検討体制を強化すべ

く、７月１日付で組織改正を行い、つながる部企画課内に庁舎問題を専属的に扱う「庁舎対

策室」を設置いたしました。 

 これまでの調査や検討、議論の中でも明らかになっていますとおり、今後の市庁舎のあり

方としては、現在の庁舎の補強、現在地での建てかえ、さらには場所を移転しての建てかえ

という、３つの考え方があると認識をしております。 

 果たして、耐震補強のみで現在の庁舎が抱えるさまざまな問題を全て解決できるのか、ま

た、新幹線事業によって敷地の狭隘化が余儀なくされる中、現在地において将来において必

要となる市役所としての機能を維持、確保できるのか、などさまざまな問題について幅広く

議論を行う必要があり、以後は、市議会、市民会議、そして市役所の３つの場において活発

な検討、議論、連携をいただくことで、これからの武雄市の庁舎としてのふさわしい姿を成

案として得たいと考えております。 

 最後に、震災瓦れきの受け入れについて御報告申し上げます。  

 武雄市は、昨年３月11日に発生しました東日本大震災において、全国に先駆け、いち早く

その被災地、被災者の支援に着手、以後も、チーム武雄の派遣や福島の子どもたちの受け入

れなど、他の自治体のモデルともなる取り組みを積極的に行いました。 

 こうした中、私としましては、震災で発生した瓦れきの処理、撤去が被災地における復興、

復旧の妨げになることを捉まえて、その処理を広く日本国全体で取り組むべき、同じ日本人

として負担は分かち合うべきとの信念から、その受け入れについても、いち早く表明を行い

ました。 

 また、市議会におかれても、さきの３月定例市議会におきまして「東日本大震災で発生し

たがれきの受入れに関する決議」を議決いただき、後押しをいただいたところであり、これ

を受けて、国及び県に対し、受け入れのための条件整備を求めてまいりました。 

 こうした中、去る８月７日、国において「東日本大震災に係る災害廃棄物の処理工程表」

が発表されましたが、これによると、岩手県、宮城県の震災瓦れきについては、そのほとん

どは両県内や近県での処理、既に受け入れ実績のある自治体等での処理によって対応可能と

されたところであります。 
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 また、８月21日の佐賀県知事定例記者会見におきまして、古川知事からは、国の工程表を

踏まえ「震災瓦れきの受け入れについては、具体的な手続を進めることはしない」旨の発言

がなされました。 

 そこで、私といたしましては、これらを踏まえ、武雄市としては震災瓦れきの受け入れを

積極的に行う状況になくなったと判断し、被災地、被災者に寄り添い、負担は分かち合うべ

きとの考えは持ちつつも、この際、その旗をおろすこととし、８月21日に市長談話として発

表いたした次第であります。 

 ここに改めて経過を御報告申し上げますとともに、これまで、武雄市の姿勢に対し後押し

をいただいた市議会並びに市民の皆様に感謝を申し上げます。  

 最後となりましたが、議員各位におきましては市政運営に関し、引き続きの御理解御協力

をお願い申し上げますとともに、その推進のため活発な御議論を賜りますようお願い申し上

げ、私の市政運営に関する報告といたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 前田副市長 

○前田副市長〔登壇〕 

 それでは続きまして、今定例会に提出しております議案について、その概要について御説

明を申し上げます。 

 まず、条例議案につきましては、新規制定条例１件、一部改正条例４件を提案しておりま

す。 

 まず、新規制定条例につきまして御説明を申し上げます。 

 「武雄市空き家等の適正管理に関する条例」につきましては、空き家等の管理の適正化を

図り、市民の安全で安心な暮らしの実現及び地域環境の保全に寄与するために制定するもの

でございます。 

 次に、一部改正条例では、国民健康保険事業の健全な運営を図るため「武雄市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例」のほか３件を提案しております。  

 次に、事件議案の「平成23年度武雄市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」及

び「平成23年度武雄市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」は、地方公営

企業法の規定により、議会の議決をお願いすることとしております。 

 続きまして、一般会計補正予算（第６回）につきまして、主なものを御説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、６月、それから７月の梅雨前線豪雨により発生した災害の復

旧に要する経費や、国及び県の補助金の内示に伴う事業費の追加など、７月補正後に生じた

事由により、速やかに対応すべき経費について補正をお願いしております。 

 まず、災害復旧事業として、農地災害41カ所、農業用施設災害81カ所、公共土木施設災害

35カ所等の災害復旧に要する経費をお願いしております。 
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 国や県の補助金の内示等に伴うものとして、地域共生ステーションの防火壁の整備に対す

る補助金や、緊急雇用創出基金事業補助金を活用した雇用対策事業などをお願いしておりま

す。 

 続きまして、特別会計補正予算の主なものについて申し上げます。 

 国民健康保険特別会計では、後期高齢者支援金、介護納付金、人間ドック業務委託料等を、

それから後期高齢者医療特別会計では、後期高齢者医療広域連合納付金などを増額補正する

ものでございます。 

 そのほか、平成23年度決算認定議案12件及び２件の報告をお願いしております。 

 なお、詳細につきましては、議案審議の際、それぞれ説明させていただきます。 

 よろしく御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

    日程第５ 教育長の教育に関する報告 

○議長（杉原豊喜君） 

 日程第５．教育長の教育に関する報告を求めます。浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 教育に関する報告を申し上げます。 

 初めに、学校教育について申し上げます。 

 学力向上のための施策として今年度もＩＣＴを活用した教育による「質が高く分かる授業

の実践」を推進しております。電子黒板を今年度８台新しく整備し市立小中学校で74台とな

っております。 

 さらに、中学校全学年に国語・数学・理科・英語の４教科に電子教科書を整備し９月から

授業に活用します。電子黒板や電子教科書を効果的に活用することで、生徒の興味・関心や

学ぶ意欲を高め、確かな学力へとつなげます。 

 また、今年度新たに文部科学省の委託で「栄養教諭を中核とした食育推進事業」をスター

トしました。栄養教諭等の先生ができるだけ授業に参画することや、地場産物の有効活用を

通して食育の充実を図っていきます。 

 各学校では、指導力、教師力の向上に努め、今年度も御船が丘小、山内西小、北方小が授

業を公開し研修を深めました。先日の武内小には、県内外300余名の参加を得て、熱心な協

議がなされました。本当に前向きな先生方の取り組みが児童生徒に通じ、各学校の信頼感に

つながっております。今後も、山内中、武雄中、山内東小、山内西小、東川登小など計画し

ております。 

 「地域とともにある魅力ある学校づくり」に取り組んでいる北方中学校に今年度コミュニ

ティ・スクール（学校運営協議会制度）を指定いたしました。保護者や地域の皆様、学校が

教育活動の方針や目指す生徒像の共通認識を図り協働することで、地域とともにある学校づ
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くりを推進いたします。 

 また、北方小校区の各地区においては、区長会、公民館、婦人会、老人会などの連携のも

とに「地域子ども教室」事業が計画的に取り組まれました。中学校の事業とも連動し、「地

域で育む子ども」の具体化として、市内で推進できたらと強い希望を持ったところです。 

 全国的な課題となっておりますいじめ問題については、各学校早期発見・早期対応に心が

け、いじめの未然防止に緊張感を持って取り組んでおります。不登校対策も、改善の方向に

はありますが、なお一層組織的な対応を行ってまいります。 

 子どもたちは、別紙行事報告に挙げておりますように、運動面、文化面において県大会や

九州・全国大会に出場するなど大いに活躍しております。東川登小児童は、東北大震災被災

地へのボランティア事業を続け、テレビ交流に続き、現地への訪問交流を行いました。被災

地支援の思いをさらに深め、広めてくれることを期待しております。 

 学校施設整備に関しましては、武雄小学校の仮設校舎が完成し、９月から使用を開始して

おり、今後は普通教室棟の解体に着手し工事を進めてまいります。武雄小校区の皆様には、

今後もしばらく工事が続き、交通障害等が予想されますが、御協力いただきますようお願い

いたします。山内中学校におきましても特別教室棟大規模改造第２期工事が夏休み中に完了

し９月から供用開始となりました。 

 次に、生涯学習関係について申し上げます。  

 公民館や各地域の方々の御協力による「通学合宿」、こども部との連携・協力による「わ

んぱくスクール青島サバイバルキャンプ」「北海道雄武町との児童交流」また「少年の船沖

縄交流」などの体験学習や集団生活を通して、子どもたちは、仲間づくりや地域の人たちと

の交流を深め、「生きる力」を養うことができたと思っております。 

 新図書館構想につきましては、７月18日の臨時議会において図書館・歴史資料館の指定管

理者としてカルチュア・コンビニエンス・クラブ（ＣＣＣ）を指定することに議決をいただ

きましたので、８月31日にカルチュア・コンビニエンス・クラブと協定書を締結いたしまし

た。 

 今後は、９月の市報でもお知らせしていますように、来年４月の新図書館オープンに向け

た改修工事及び開館準備のため、11月１日から来年３月31日まで休館させていただく計画を

しております。さらに多くの皆様に御利用いただける市民価値の高い施設として開館できる

よう準備をさせていただきます。しばらくの間、市民の皆様には御不便を来しますが、よろ

しく御理解いただきますようお願いいたします。 

 なお、児童図書コーナー及び読み聞かせ等の講座につきましては、11月15日から来年２月

末までは、場所を文化会館２階ラウンジに移して開設いたしますので御利用ください。 

 スポーツ推進事業につきましては、５月６日から８月５日までの日程で「第59回市民体育

大会」が行われました。総合優勝は武雄町、２位朝日町、３位山内町、そして躍進賞は北方
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町が獲得されました。 

 10月20日・21日の両日、佐賀市・多久市・小城市を会場に開催されます「第65回県民体育

大会」に向けて、９月４日には武雄市選手団の結団式が行われます。現在、各競技団体にお

いては選手強化が図られております。 

 文化振興事業では、武雄市民ジュニアウィンドオーケストラ育成事業を５月に開始し、専

門家講師の指導を受けております。また、ＯＭＵＲＡ室内合奏団によるロビーコンサート、

一青窈tour2012、高校生のための舞台技術研修会、優秀映画鑑賞会などを開催し、市民の皆

様に育てる文化、創る文化、観る文化に親しんでいただきました。 

 日本宇宙少年団武雄分団は、７月21日・22日に霧島市で開催された「日本水ロケットコン

テスト2012」九州ブロック大会で見事優勝し全国大会への切符を手に入れました。 

 文化財関係では、文化庁補助事業「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化」の事業の

そのほとんどがこれからの時期に実施予定であり、地域活性化につながるよう進めてまいり

ます。 

 「教育委員会の点検・評価」につきまして、平成23年度に実施いたしました教育委員会事

業の評価結果について、今市議会に報告申し上げ、その後、市民の皆様へ公表することとし

ております。 

 以上、教育に関する報告をいたしました。なお、６月から８月までの３カ月間に実施いた

しました主な行事等につきましては、別紙一覧表にお示ししたとおりでありますのでごらん

ください。 

 今後とも、さらなる御指導・御鞭撻をお願い申し上げまして、教育に関する報告とさせて

いただきます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。どうもお疲れさまでした。 

散   会    10時26分 

 


